
百年後の静岡が豊かであるために

研究員リレーインタピュ 一 Researcher relay interview 

ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムでは、展示や教育プログラムの実施だけでなく、

高い専門知識を有する研究員による、 世界レベルの調査研究活動を行います。

このコ ー ナ ーでは、インタビュ ー を通じて研究員の仕事や、その素顔を紹介していき ます。
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ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムニュ ー スレタ ー

学芸課長 教授

しぷ かわ

渋川
こう いち

土ヒ＿
/Cl 

1969年兵唐県生まれ。東京水産大学大学院
資源育成学専攻で博士課程を修了した後、各
地の博物館等にて研究・研究支援業務に従
事。2015年4月に着任。専門は魚類分類学。
主にハゼ類等の小型底生魚類を対象とした
多様性解明に取り組んでいる。

アクセス

静岡県は、「魚が濃い」

Q魚類が専門である渋川教授です Qそんな渋川教授が製作した常設 Q移動ミュ ージアム「ミュ ージアム

が、「静岡県の魚の面白さ」について 展示室3「ふじのくにの海」が人気で キャラバン」の第3 弾として、「おさ

お問かせください。 す。みどころを教えてください。 かなキャラバン」を企画中と伺いま

A. 「タテに見てもヨコに見ても面白 A壁の下方や床を青く塗り、照明も したが••。

い」のが静岡です。富士山から駿河 青色を基調としたものにすること Aはい、年内の完成を目指して鋭意

湾まで6,000mを超す高低差、総延 で、展示室に入った瞬間に「水の世 作成中 で す 。た だ 魚は、はっき り

長506kmにも及ぶ複雑な海岸線が 界」を感じるデザインとなっていま 言ってキャラバン向きの素材ではあ

もたらす水域環境の変化は、多種多 す。大きなサメや深海生物といった り ません。例えば、魚は標本にする

様な魚たちに生活の場を与えていま 様々な海洋生物の実物標本を問近 と生時の美しい体色があせてしま

す。見られる魚の種数も個体数も、と でじっくりと見ることができるのも魅 います。かといって着色した剥製で

にかく多い。フィ ー ルド調査をしてい カですね。高校時代の学習机をさり は、どうしても「作り物」感が出てし

ると「魚が濃いなあ！」とよく感じま げなく活用した展示什器や、「ベリー まいます。頻繁な運搬、設置 ・ 撤収

す。ときには専門家でも「何これ？」 とサンマ」「小さなバガポンド」等、― 作業のことを考えると、液体や重い

と二度見してしまう魚が採れること 見「 … 何？」と思ってしまいそうな 樹脂素材等も多用できません。魅力

もあります。魚好きにはたまらない場 エッジの効いたキャッチコピーも、お 的なキャラバンにするにはどうすれ

所ですね。 楽しみください。 ばいいか。日々悩み、試行錯誤を続

けています。

NEWS LETTER 

魚の美しさを標本として見せる難しさを語る渋川教授の苦悩に満ちたまなざしが、教授の真摯な

人柄を物語っていました。 次回は、“植物博士"高山准教授です。

〒422-8017 静岡県静岡市駿河区大谷5762( 旧静岡南高校）

伝自家用車でお越しの場合（ナビでお越しの際は、 住所で検索してください。）
• 東名高速道路静岡ICから15分
• JR静岡駅から20分
• 駐車場無料 (200台）

己公共交通機関でお越しの場合
• 静岡駅北ロパスターミナル

[8-8乗り場から美和大谷線「ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアム」行き（約30分）終点下車］

ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアム NEWS LETTER 

発行：ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアム企画総務課

[TEL] 054-260-7111 [FAX] 054-238-5870 
[E-mail] info@fujimu100. jp [ホ ー ムペ ー ジ] www.fujimu100.Jp 
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口ミュ ージアム秋の文化祭 Dミュ ー ジアムダイアリー D研究具リレ ーインタピュ ー

ふじのくに

地球環境史
ミュ ー ジアム
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ミュージアム中庭 写真：竹田武史

日々成長するミュ ー ジアム
2016年3 月26日（土）にふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムが開館して、半年が経ちました。開館以来、およそ5 万人のお客様にご来館いた だ い

ています。

ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムでは、これまで博物館が 一 般的に行ってきた「見る展示 ・ 触る展示」から、「考える展示」への進化を試みています。

展示室では、あえて展示品のキャプション（解説文）を減らす 一方で、館内のサーピススタッ フやミュ ー ジアムサポ ー ター が、来館者と会話しな がら

展示解説を行っています。また、 NPO 法人静岡県 自然史博物館ネッ トワ ー ク及び当館 研究員によるミド ルヤ ー ド（講座室）での標本製作公開も、当館

の特長の一 つです。そして、「考える展示」そのものを表現した「地球家族会議」は、開館から毎日欠かさず開催され、通算 800 回を超えました。

来館者との会話を重ねることによ り 、館内スタッフの説明スキルも日増しに向 上しています。日々成長するふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムに、

是非お越しください。

2016.9.30蜘

ミュ ー ジアム秋の文化祭 2016.10.29-11.6
実りの秋、読きの秋、芸術の秋・・・。ミュ ージアムでは、
秋にまつわる文化イベントを、10月末から開催します。 MUSEUM DIARY · ミュ ージアムのいま＂をお伝えする、ミュージアムダイアリ ー。本号では、開館の日から7月までの上半期前半を振り返ります。
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「 SPACおはなし劇場』
日時 10月 29日（士）午前の部/11時00分-12時00分

午後の部/13時00分-14時00分

講師 SPAC ー静岡県舞台芸術センタ ー

内容 サマー ナイトミュ ー ジアムで満員御礼となった SPAC おはなし劇場
が、満を持して再登場！秋や動物をテ ーマと した童話の読み聞かせ
を、打楽器の演奏や手遊びを交えて「上演」します。

ml 未就学児～小学校低学年 mso名 m無料 m講座室E(和室）
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「実のなる樹木の見分け方』
日時 10月 30日（日） 10時30分-11時30分

講師竹内佐枝子（ミュ ー ジアムサポ ーター）

内容 秋になると樹木は、様々な形や色をした実をつけます。私たちはそれを
拾って食ぺたり、遊ん だり、染物に使ってきました。色々な樹木の実を
見て触って、種類を見分けてみましょう。

mJどなたでも E口 24名 ml〗無料 m講堂

田『 DSA日本空間デザイン大賞受賞記念シンポジウム “ 博物館とデザイン..』
日時 11月 3日（木・祝） 13時00分-16時30分

講師洪恒夫 教授／丹青社／氏デザイン／ミュ ー ジアム研究員

内容 ふじのくに地球環境史ミュ ー ジアムの唯 一 無二のデザインは、いかに
して日の目を見たか。その答えは、このシンポジウムで明らかになりま
す。デザインの観点からみるガイドツアーも実施します。

E口どなたでも m,oo名 ml 無料 m講堂
洪恒夫氏
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©静岡県観光協会

「わさびってなんだろう？』
日時 11月 5日（土） 10時00分-17 時00分 ※

講師田方農業高校わさび研究班他

内容 奈良·飛鳥時代から利用されてきた日本原産の食用植物、山葵（わさ
び）。静岡県の特産物であるわさびの研究発表や、わさびを使った料理
の試食会を1日がかりで行います。

m どなたでも 日ヨなし ロヨ無料 EEi講堂
※試食会は、食材が無くなり次第終了します。

田

「地産地消day-みそとたまごと～』
日時 11月 6日（日） みそ/10 時30分-11時30分

たまご/13 時30分-14時30分

講師田中美幸（楽しみそ）／佐藤俊夫（伊豆鶏業）

協カバルシステム静岡

内容 発酵食品の王様、みそ。大豆とこうじからみそ造りを休験して、新米と一

緒にいただきます！おいしい卵の見きわめかたを、卵の生産者である佐
藤さんがレクチャ ーします。

m どなたでもEE〗各80名E口みそ/400円、たまご/400円 m 講堂

1 • : 全てのイペントは、当日の申込受付となります。事前予約はできません。 ・受付は先若順となります。定員に達した場合は御参加いただけないことがあります。 i
イペント 当日の10:00から、1階チケット売場にて整理券を配布します。 ・全てのイペントは、参加費とは別に常設展観院券の購入が必要です。 ； 
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3.25-27 ミュ ージアム開館記念式典／開館記念イベント

30年の構想期間と1000日の整備期間を経て、ついに3 月26日、ふじのくに地球環境史ミュ ージアムが開館しまし

た。25日には記念式典と内覧会を挙行し、約150名の来賓がミュ ージアムを訪れました。26日、27日に は、安田喜憲

館長による記念講演やSPACによるバフォ ーマ ンス「かぐや姫、霊峰に帰る」の上演など記念イペ ント が開催され、2

日間で約 2,500人のお客様が来館しました。

4.27日中韓3か国環境相視察

‘に地球瑶境史ミュー ジアム
叫En�i『D1\fn@�hl lli�t11ry,S血11a't1

静岡市内で開催された日中韓環

境相会合 にあわせ、27 日に丸川

珠代環境相（当時）をはじめ 3か

国の環境大臣がミュ ー ジアムを

視察しました。自然と共生するこ

れからのライフスタイルを提案

する展示を、熱心に見ていただ

きました。

6. 11シンポジウム ・ 講演会の開催

ミュ ージアムでは、講演会や学会

と連携したシンポジウムの開催

を 定期的に行っています。6 月に

は、11 日に「地質言2録から探る

静岡県 の低頻度大規模自然災

害」（ 日本地質学会中部支部共

催）、26日に「ダニと感染症」（講

師：川森文彦氏）を開催しました。

4.29 5.8 ゴ ー ルデンウィ ークイペント

ミュ ージアムと して初めて迎える

ゴ ー ルデンウィ ーク。「昆虫観察

会」「化石のレプリカ作り 」「ちり

めんモンスター を探そう！」など

のイペント のほか、6人の研究員

によるマニアックト ークを日替わ

り で開催し、約 5,000人のお客

様が来館しました。

7. 1日産自動車e-NV200発進式

日産自動車から 業務用電気自動

車「e-NV200」の無償貸与 を受

けたことを記念して、同車の発進

式を挙行しました。e-NV200は

ミュ ージアムカラ ーにラッピング

され、主にミュ ー ジアムキャラバ

ンなど県内の小中学校訪問の際

に活用しています。
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